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はじめに

　本書は博士論文「『バイアーノの修道院』(1829) －著者考証と「イタリ

アニスム」－」を基盤としている。京都大学大学院人間・環境学研究科で

2007 年に博士号を私に授与して下さった岡田温司先生、篠原資明先生、

多賀茂先生、小倉孝誠先生（慶応大）には日々感謝の念を新たにしている

が、私はこうした名誉をただ喜んでいたわけではない。博士号授与の基準

は世界と闘えるかどうかである。言わば、オリンピックの出場権をいただ

いた段階であり、授与から 13 年を経てもなおアリーナ際で筋力トレーニ

ングに励むアスリートに等しい。対戦相手は物故者をふくめて世界的強豪

であり、『バイアーノの修道院』（略称『バイアーノ』）はスタンダールの

著作ではないという通説の断固たる保持者たちである。とは言うものの、

この問題は私が一生を費やしてもなお不明な細部が残るだろうことはお断

りしておかねばならない。文献収集に努めてきたものの、日本に暮らす私

には新たな資料や情報の入手もこれ以上は困難である。

　しかし、明確な目標を残してくれたのは、今なおスタンダール研究界の

偉大な先達であり続ける故ヴィクトール・デル・リット (1911-2004) で

ある。というのも、スタンダールが 1842 年にこの世を去った時、パリの

滞在先には『バイアーノ』の仮綴刊行本とイタリア語文献とが残っていた

のだが、この大家は、『バイアーノ』の匿名著者はスタンダールではない

と断りながら、『バイアーノ』とそのイタリア語文献を、なんと、『スタン

ダール全集』に収録しているのである。これは底本と翻訳の関係を認めた

という隠しようのない所見を表わすはずながら、スタンダール帰属説を否

定したこの大家の説以来、誰も本格的な総合調査は行っていない。だから、

それが私の課題となった。

　本書は従って、『バイアーノ』とスタンダール諸作品との比較を柱とし、

諸々の共通点を示すことになるが、匿名著者の特定を課題にした博士論文
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の枠を超えるに至ったと考えている。読者の方々には、調査の過程で次々

と見えてきたスタンダール諸作品と『バイアーノ』間の相互利用に立ち会っ

て頂くことになるが、それがスタンダールの残した幾筋もの足取りに他な

らず、『バイアーノ』によって、数々の進化のすき間が埋まるかどうかを

判定して頂きたいのである。
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凡例

1．・スタンダール諸作品は主にセルクル・デュ・ビブリオフィル版（略称 セルクル版）

　　『スタンダール全集』（全 50 巻、1967-1974）Œuvres complètes de Stendhal , 

　　publiées sous la direction de Victor DEL LITTO et Ernest ABRAVANEL, éd. Cercle 

　　du Bibliophile に拠る。出典は、例えば 30 巻『日記』なら巻号とページ数を (XXX, 

　　250) などと示す。

　・セルクル版に該当作品・箇所がない場合は以下の版に拠り、斜字体の略号CG, VI

　　を用いる。

　－ CG :『全書簡集 Correspondance générale』, I-VI, 1800-1842, édition V. Del Litto 

　　 avec la collaboration d’Elaine Williamson, de Jacques Houbert et de Michel-E. 

　　 Slatkine, éd. Honoré Champion, 1999.

　－VI  :『イタリア紀行Voyages en Italie』, Textes établis, présentés et annotés par V. 

　　 Del Litto, éd. Gallimard, 1973. 

　・『バイアーノの修道院』[Le Couvent de Baïano ] は CB の略号を用い、同刊本中

　　「年代記」のみ所収のセルクル版第 18 巻 (pp. 399-469) の出典もそえる。

2．・本書における引用文で共通要素として扱う場合は出典表示の前に、スタンダール

　　諸作品には○を、『バイアーノ』には●をつける。共通点が重複する例は○か●と

　　する。共通要素としてスタンダール作品を示す場合は略号を用いる。

　　例 )『日記』Journal → ( ○ J:XXX ,250)/『バイアーノ』CB → ( ● 133: XVIII ,406)

　・共通要素一覧表を巻末に示し、○●が出揃った箇所に共通点を添えて通し番号を

　　付す。

3．前述ないし後述の参照先をの記号で示す。例 ) (0.1.2)、(3.2.1.) 

4．引用文中の強調は、斜字体なら原文の、下線なら山本による。

5．人物の生没年は概ね巻末のノートに示す。

6.  スタンダールを S の略号で示すことがある。
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序論

0. 1. 『バイアーノの修道院』とは：当初「スタンダールの翻訳」とされ

たものの、大家らが否認し今日に至る .

0.1.1. 刊行本『バイアーノ』の構成
　本書が問題にする匿名本は 1829 年 8 月 22 日パリはセーヌ街のアンリ・

フルニエ・ジューヌ書店が出版し、『バイアーノの修道院 Le Couvent de 

Baïano、ナポリ古文書館より引出され、J....C....o 氏によってイタリア語か

ら逐語訳された 16 世紀年代記、以上に先立つ愛書家 P.-L. ジャコブ氏に

よる 16 世紀修道院探求 
1
』と題されている（略称 『バイアーノ』、または

CB）。扉はご覧の通りである 
2
。

1　無料ダウンロード可：https://archive.org/stream/bub_gb_7UhnZT-D7dQC#page/n264/ 

mode/thumb ; https://books.google.co.jp/books/about/Le_Couvent_de_Ba%C3%AFano. 

html?id=OjunBtUawSAC　&redir_esc=y 

   Cf. 『バイアーノの修道院―知られざるスタンダールの匿名本―』山本明美訳・解説 , 青山ラ

イフ出版 , 2011, 225 p.

2　Le Couvent de Baïano, Chronique du seizième siècle , extraite des archives de Naples et 

traduite littéralement de l'italien, par M. J....C....o ; précédée de Recherches sur les couvens 
au seizième siècle , par M. P.-L. Jacob, Bibliophile と記されている。
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0. 1. 『バイアーノの修道院』とは

　　　　【図 1】：『バイアーノ』扉

　刊本は以下の 6 部構成である。

1.「まえがき Avant-Propos」

2.「16 世紀修道院探求 Recherches sur les couvens au seizième siècle  」

　（略称「探求」）

3.「語
レ シ

りRécit  」

4.「16 世紀年代記 Chronique du seizième siècle  」（略称「年代記」）

5.「バイアーノの年代記にある主な人名 Noms des principaux personnages 
　dont il est fait mention dans la Chonique de Baïano  」（略称「索引」）

6.「注釈 Notes」

◀ 著者 J....C....o

◀ 著者 P.-L. ジャコブ (1.2.2.)

◀ ディドロ の銘句 (2.2.2.)

◀ 出版者

　 アンリ・フルニエ・ジューヌ (1.2.4.)


